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―寛ぎと癒しの教会―    

「ですから、私たちは決して落胆しません。肉体はしだいに衰えますが、うちにある力は日

ごとに強くなっていきます。 」       第二コリント 4-16 

礼拝出席もままならない今のご時世、先日数人の教会員の方々に久しぶりにお会いすること

ができました。礼拝後その中の姉妹に最寄りの駅まで送って頂きました。車には 5 人。世間で

は多分全員高齢者の域の方々。『赤信号皆なで渡れば怖くない』ではありませんが皆様と共に

歳を重ねてきたせいか私も含め皆様がその域に達しておられる事をあまり意識せずに今日ま

で参りました。いつお会いしても若々しくいつもにこやかに接して下さいます。その日も昔の

ままに若やぎ心安らぐ束の間でした。 

ー何て素敵に歳を重ねておられる方々だろう。あー、神の家族って良いなあ。。。ー つくづ

くしんみりそう思いました。教会に連なることがゆるされ主にあり感謝します。。老若男女が

一様に安らげる癒しの空間。主が建てられた祈りの宮。高齢化に向け「美しく歳を重ねる」こ

とはこれからの教会の展望に大きく関わっていくことだろうと襟を正しめられる思いです。 

「人生の秋」ヘルマン・ホルベルス最上の業この世の最上の業は何？ 

楽しい心で年をとり、働きたいけれども休み、しゃべりたいけれども黙り、失望しそうな時に

希望し、従順に平静に、おのれの十字架を担う。若者が元気一杯で歩むのを見ても、ねたまず、

人のために働くよりも、謙虚に人の世話になり、弱って、もはや人のために役立たずとも、親

切で柔和であること。老いの重荷は、神の賜物。古びた心にこれで最後の磨きをかける。誠の

故郷に行くために己をこの世につなぐ鎖を少しずつ外してゆくのはまことにえらい仕事。 

こうして、何もできなくなればそれを謙虚に承諾するのだ。神は最後に、一番よい仕事を残し

て下さる。それは祈りだ。手は何も出来ないけれども最後まで合掌できる愛するすべての人の

上に神の恵みを求めるために。 

すべてを成し終えたら臨終の床に、神の声を聞くだろう『来たれ我が友よ。我汝を見捨てじ。』

と。                             （久田文子） 
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7月役員会決定事項 

・6月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・教団より「ネットワーク環境の整備と強化のための援助」として 15万円が各教会に支給されることとなっ

た。当教会は新しいノート PC（アップル社製）を購入する。同時に教会の経常会計から Zoom会議にも

対応できるカメラやマイクも購入する。 

・教団からの「教職のための夏季手当と夏季休暇のお願い」に基づき、秋田師の夏季休暇について協議 

 した。来月の役員会で引き続き協議する。夏季手当は支払い済み。 

・夏期感謝献金の奨励を 8月中まで実施する。 

 

               

 

 


